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次号予告　　62 巻　11 号 ヘッドライン　：　スマートフォンの中の化学

　聴き手の心を和ませる曲や高揚させる曲などいろいろな曲が作られてきたが，そ
れらは楽器の作る周波数と強度が異なる複数の空気の振動の重ね合わせで構成され
ている。楽器が作る特徴的な空気振動は，楽器の構造や素材，作り方に強く影響を
受ける。本ヘッドラインでは，ストラディバリウスがバイオリンの名器と言われる
理由や，日本固有の鉱物で作った石琴の音色，クモの糸で作る弦が奏でるバイオリ
ンの音，高分子フィルムで作る新型スピーカーについて，素材の物理化学的特性に
重点を置いてわかりやすく解説する。

ヘッドラインテーマ：神秘的な音を化学する

　北海道大学理学部本館の建設は昭和 4年 11 月に竣工しました。平成 11 年より，
総合博物館として北大の教育・研究の成果が公開され，国内外より非常に多くの来
館者を集めています。建設当時，学内の建物は木造 2階建てであり，札幌市内にも
鉄筋コンクリートの建造物がほとんどなく，本格的な鉄筋コンクリートの建築物と
して最初のものと言われています。外壁をスクラッチタイルやテラコッタで覆い，
ロマネスク様式やゴシック様式を加味したヨーロッパ中世風の堂々たる外観となっ
ています。正面玄関を入ると，淡い褐色の大理石の柱とらせん状の階段に沿って 3
階まで続く吹き抜けがあり，半円球の天井はアインシュタイン・ドームと呼ばれて
います。

表紙の言葉　北海道大学理学部本館


